










Characteristics of Japanese automatic thoughts in negative situations














があり，両者は一軸上の両極にある概念ではなく，二次元的に捉えられている（Bryant & Baxter, 
1997）。Beckの抑うつ認知理論では，否定的自動思考が直接抑うつを生じさせるとしており，抑う
つと否定的自動思考との関係の強さや，治療効果との関連などについて実証されている（例えば，
Harrell & Ryon, 1983 ; Hollon & Kendall, 1980）。一方，否定的自動思考に比べ数は少ないものの，
肯定的自動思考と抑うつとの関係についても研究が進められており，両者が負の関係にあることが
報告されている（例えば，Ingram, Kendall, Siegle, Guarino, & McLaughlin, 1995；Ingram, Slater, 
Atkinson, & Scott, 1990）。また，白石・越川・南海・道明（2007）においても，抑うつへ独自の
影響を与えることが示されている。
これらの研究では，質問紙により自動思考を測定しており，代表的な測定尺度としては，
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Questionnaire（ATQ-P ; Ingram & Wisnicki, 1988）が代表的であり， 30項目４因子（肯定的日
常機能，肯定的自己評価，被受容感，将来への展望）からなる。本邦では，Positive Automatic 









































































Table 1.	 NAL 因子分析結果（プロマックス回転後）	
    因子負荷量 
  Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ	 否定的感情表現（α=.94）       
47. 悲しい  .92 -.07 -.16 .05 60. 嫌だ  .84 -.03 .07 -.11 59. 不安だ  .82 -.05 -.16 .14 36. 泣きたい  .79 -.01 -.12 -.07 65. ひどい  .71 -.07 .21 -.06 
24. 苦しい  .67 .02 -.01 .03 
25. さみしい  .67 -.07 .03 .01 
52. 逃げたい  .66 .15 .01 -.05 58. 残念だ  .64 -.06 .03 .19 57. 落ち着かない  .63 .01 .004 .13 51. 早く終わってほしい  .60 .05 .08 .09 50. むなしい  .60 .12 -.02 .03 63. 忘れたい  .55 .18 .01 .03 
32. イライラする  .53 .04 .28 -.14 
40. 気持ち悪い  .51 .07 .09 .02 
18. 疲れる  .48 .17 .11 .01 3. つらい  .43 .28 -.08 .05 
      
Ⅱ	 自信喪失（α=.95）      7. どうせこれからもうまくいかないんだろうな  -.19 .89 .08 -.03 5. 自分には能力がない  -.12 .81 -.13 .21 
16. 自分はだめだ  .16 .71 -.14 .06 
6. 今までやってきたことが無駄になった  -.12 .61 .13 .13 
17. もうだめだ  .40 .60 -.10 -.13 8. もうどうでもいい  .11 .59 .17 -.21 20. 消えたい  .31 .52 -.03 -.12 11. もう何もしたくない  .31 .52 .06 -.15 30. 他の人の方が自分よりうまくいっている  .07 .51 .05 .14 45. 自分は認められていない  .16 .49 .07 .07 
31. 諦めた方がいいのかな  .25 .48 -.04 -.03 
      
Ⅲ	 他者非難（α=.85）      44. あの人はなんて自分勝手なんだろう  -.03 .04 .76 -.01 33. あの人は何がしたいんだろう？  -.07 .0003 .75 .14 10. あの人は何やってるんだ  -.20 .14 .75 .05 66. あの人はどうしてそういうことをするのだろう  .22 -.20 .74 .06 43. 自分が悪いわけじゃないのに  .14 .11 .56 -.05 
      
Ⅳ	 後悔と恥（α=.75）      
14. やれることが他にもあったのではないか  -.04 -.08 .11 .72 4. 何が悪かったのだろう？  .03 -.03 .05 .58 15. 大変なことになったらどうしよう  .25 .13 .01 .43 13. 恥ずかしい  .26 .11 .002 .42 12. 親に申し訳ない  -.004 .24 .002 .42 
      
因子間相関   Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ  1    
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.73 1   
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.43 .32 1  
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 SD  t 
 
n=153  n=299  
 
NAL    
 2.27(.67) 2.67(.70) -5.87  ** 
 2.16(.72) 2.47(.69) -4.36  ** 
 2.12(.72) 2.21(.74) -1.28  n.s. 
 2.56(.68) 2.73(.66) -2.63  ** 
PAL  
  
 3.21(.64) 3.35(.62) -2.19  * 
 2.49(.74) 2.51(.67) -.21 n.s. 
 2.96(.73) 3.05(.68) -1.17  n.s. 
 3.12(.80) 3.25(.76) -1.71  + 
 3.08(.77) 3.24(.69) -2.29  * 
SDS  41.04(7.73) 43.06(7.87) -2.59  * 
**p<.01, *p<.05, +p<.10 
























































  NAL   PAL   
SDS 
  Ⅰ   Ⅱ   Ⅲ   Ⅳ   
 
Ⅰ   Ⅱ   Ⅲ   Ⅳ   Ⅴ   
 
NAL_Ⅰ 1                                         
NAL_Ⅱ .78 ** 1 
                  
NAL_Ⅲ .45 ** .36 ** 1 
                
NAL_Ⅳ .54 ** .48 ** .30 ** 1 
              







           
PAL_Ⅱ .00 
 
-.15 ** .10 * .14 ** 
 
.59 ** 1 
         
PAL_Ⅲ .11 * -.07 
 
.11 * .26 ** 
 
.67 ** .75 ** 1 









.57 ** .61 ** .59 ** 1 
     
PAL_Ⅴ .22 ** .14 ** .10 * .24 ** 
 
.68 ** .57 ** .57 ** .54 ** 1 
   

























Table4. SDS 得点を従属変数としたステップワイズ法による重回帰分析結果 
	  独立変数 β t 
 
R2 
＜全体（n=453）＞ 	  	  	  	  	  
 
NAL_Ⅱ .55 15.89 ** .51 
 
PAL_Ⅱ -.18 -3.91 ** 
 
 
PAL_Ⅰ -.19 -4.31 ** 
 
 
PAL_Ⅳ -.15 -3.36 ** 
 
＜男性（n=153）＞ 
     
 
NAL_Ⅱ .36 3.64 ** .54 
 
PAL_Ⅲ -.22 -2.57 * 
 
 
PAL_Ⅳ -.21 -3.00 ** 
 
 
NAL_Ⅰ .22 2.23 * 
 
 
PAL_Ⅰ -.17 -2.00 * 
 
＜女性（n=299）＞ 
     
 
NAL_Ⅱ .53 12.07 ** .49 
 
PAL_Ⅱ -.21 -3.70 ** 
 
 
PAL_Ⅰ -.19 -3.42 ** 
 
 











































Table 5. 高抑うつ群と非抑うつ群における各施行尺度得点と t 検定結果 







NAL 下位尺度項目平均得点 	  	  
Ⅰ否定的感情表現 3.12(.53) 2.66(.67) 2.46 * 
Ⅱ自信喪失 3.06(.58) 2.23(.59) 4.60 ** 
Ⅲ他者非難 2.42(.84) 2.23(.81) .75 n.s. 
Ⅳ後悔と恥 2.87(.83) 2.76(.48) .50 n.s. 
PAL 下位尺度項目平均得点 
  
Ⅰ肯定的感情表現 2.93(.70) 3.44(.55) -2.63 * 
Ⅱ自己および将来に対する自信 1.77(.64) 2.79(.64) -5.16 ** 
Ⅲ肯定的自己評価 2.56(.78) 3.17(.46) -3.07 ** 
Ⅳ被受容感 2.29(.99) 3.41(.61) -4.45 ** 
Ⅴ肯定的気分の維持願望 2.73(.91) 3.41(.54) -3.16 ** 
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